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実

施
日

；
平

成
２

６
年

４
月

１
９

日
( 土

)  
晴

 

◇
 
参

加
者

；
沖

﨑
沖

﨑
沖

﨑
沖

﨑
吉

信
、

川
島

川
島

川
島

川
島

 
功

、
児

嶋
道

夫
、

畑
林

秀
味

 

Ｎ
Ｈ

Ｋ
和

歌
山

放
送

局
放

送
部

記
者
；

斉
藤

基
樹

 
計

５
名
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作

業
内

容
作
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内

容
作
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内

容
作

業
内

容
 

・
ト

イ
レ

３
箇

所
に

Ｌ
Ｅ

Ｄ
電

灯
設

置
( 対

人
感

知
) 。

( 児
嶋

) 

・
ロ

ケ
ッ

ト
・

ス
ト

ー
ブ

に
ド

ラ
ム

缶
を

被
せ

熱
効

率
向

上
。

( 児
嶋

) 

・
食

材
・

調
味

料
等

の
在

庫
調

査
。

( 川
島

・
畑

林
) 

・
管

理
棟

毛
布

干
し

。
( 川

島
・

畑
林

) 、
取

り
込

み
。

( 全
員

) 

・
行

仙
宿

~
行

仙
岳

( 捲
道

も
) ・

水
場

径
の

点
検

( 沖
﨑

・
斉

藤
記

者
) 

・
佐

田
の

辻
か

ら
約

５
０

ｍ
南

側
の

大
桧

の
倒

木
処

理
。

( 全
員

) 

・
中

の
峪

ガ
レ

場
崩

壊
防

止
箇

所
寸

検
。

(
沖

﨑
・

川
島

) 

・
浦

向
道

丸
太

架
設

橋
と

林
道

合
流

地
点

迄
の

道
点

検
。

( 川
島
・
児

嶋
・

畑
林

、
斉

藤
記

者
) 

・
荷

上
品

；
ド

ラ
ム

缶
。

( 川
島

) ・
缶

ビ
ー

ル
２

箱
。
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３
月

１
８

日
突

然
の

電
話

あ
り

。
「

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
」

を
見

た
。

そ
の

活
動

の
歴

史
・

内
容

等
に

び
っ

く
り

し
ま

し
た

。
 

是
非

一
度

玉
岡

さ
ん

に
話

を
聞

き
た

い
し

、
現

地
へ

も
行

っ
て

見
た

い

と
の

斉
藤

記
者

の
話

し
で

あ
っ

た
。

 

以
後

日
程

調
整

も
あ

り
何

回
か

電
話

で
の

や
り

取
り

が
あ

っ
た

 

斉
藤

記
者

は
、

昨
秋

東
京

か
ら

和
歌

山
へ

転
勤

と
な

り
、

も
と

も
と

昆

虫
( 特

に
蝶

類
) に

興
味

が
あ

っ
て

山
に

出
か

け
る

こ
と

も
多

く
、

和
歌

山
着

任
後

も
何

回
か

山
歩

き
を

や
っ

た
様

で
あ

る
。

和
歌

山
の

山
調

査
の

過
程

で

「
シ

ョ
ー

タ
ン

の
山

歩
録

」
か

ら
当

ぐ
る

ー
ぷ

を
知

っ
た

と
聞

い
た

。
 

本
日

行
仙

宿
へ

行
く

迄
、

個
人

の
趣

味
の

延
長

な
の

か
番

組
取

材
な

の
か

の
不

安
も

あ
っ

た
が

、
行

仙
宿

の
建

物
と

そ
の

維
持

管
理

具
合

、
上

記
作
業

内
容

や
登

山
口

か
ら

の
ド

ラ
ム

缶
や

缶
ビ

ー
ル

の
荷

上
を
目

の
当

り
に

し
て

、

そ
の
思

い
も
強

く
し

た
様

で
ニ
ュ

ー
ス

内
の

一
ペ

ー
ジ

で
な

く
、

ド
キ
ュ
メ

ン
ト

番
組

の
価
値

が
あ

り
、

是
非

実
現

し
た

い
と

の
強

い
気

持
を

感
じ

た
。

 
 

下
山

後
、

そ
の

日
の
夜

、
翌

日
の
午
前

中
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ

新
宮
駐

在
員

の
渡
邊

記
者

、
た

ま
た

ま
別

番
組

の
為

、
新

宮
へ
来

て
い

た
デ

イ
レ
ク

タ
ー

の
近

藤

氏
の
両

名
を

加
え

、
川

島
・

山
上

・
沖

﨑
の

計
６

名
で

内
容

等
を
説
明

・
懇

談
し

た
。

 

ど
の
よ
う

に
実

現
さ
れ

る
か

は
判

ら
な

い
が

、
相

当
前

向
き

の
話

で

あ
っ

た
。
ハ

ー
ド
面
だ

け
で

な
く

、
玉

岡
さ

ん
が

延
々

と
書

き
続

け
て
来

た

記
録

・
レ
ポ

ー
ト

に
も
強

く
感

動
し

て
い

た
。
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想
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連
休
前

に
少

し
で

も
荷

上
と
思

っ
て

い
た
矢
先

、
児

嶋
さ

ん
か

ら
ト

イ
レ

内
の

電
灯

と
ロ

ケ
ッ

ト
・
マ

ス
・
ヒ

ー
タ

ー
に

ド
ラ

ム
缶

を
被

せ
燃
焼

・
熱

効
率

を
向

上
さ

せ
た

い
、

そ
の
段

取
り

を
つ

け
た

。
土
曜

日
に

行
こ

ら
と

の

誘
い

を
受

け
本

日
の

荷
上

と
な

っ
た

。
や

や
小

さ
め

と
言

っ
て

も
ド

ラ
ム

缶

で
あ

る
、
代
表

が
背
負
子

に
付

け
た

が
バ

ラ
ン

ス
保

持
は

大
変
だ

っ
た
ろ
う

。
 

沖
﨑

・
斉

藤
記

者
で

行
仙

岳
と

水
場

を
担

当
し

た
。

特
に

水
場
探

し
と

そ

の
道
造

り
の

大
変

さ
を

理
解

し
て
頂

い
た

様
で

、
小
型

ビ
デ
オ

で
記

録
さ
れ

て
い

た
。

斉
藤

記
者

は
、

昆
虫

の
中

で
も

蝶
が
好

き
な

様
で

、
昨

年
だ

っ
た
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か
一

昨
年
だ

っ
た

か
「
ヒ
マ

ラ
ヤ

の
ブ

ー
タ

ン
王
国

の
珍

し
い

蝶
」

の
番

組

を
担

当
し

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 

登
山
口

か
ら

の
荷

上
時

も
行

仙
岳

・
水

場
へ

の
途

中
で

も
又

、
昼

食
時

の

会
話

に
於

い
て

も
、

こ
こ

ま
で

や
っ

た
こ

と
に
つ

い
て
相

当
の
評
価

を
頂

き
、
千

日
刈
峰

行
か

ら
３

０
周

年
、
世
界
遺
産
登

録
か

ら
１

０
周

年
の
節

目
に

当
た

り
特
集

番
組

に
取

上
げ

て
頂

け
そ
う

で
あ

る
。

 

こ
れ

も
玉

岡
さ

ん
の

４
０

年
間

の
血

と
汗

と
の
結
晶

で
あ

る
、
相
談
役

の
一

日
も
早

い
全
快

を
祈

る
ば

か
り

で
あ

る
。
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